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Some interesting Danaidae butterflies from Formosa (Taiwan) 


TOYOKAZU SHIMONOYA and CHING-KIN YU 


ンダ ラチ ョ ウ 科 の も の は , 飛翔 力 ・ 生 命 力 と も に 疎く , 迷 蝶 と し て 得 ら れる 蝶 の 大 半 を 占め る が , 今年 , 台湾 各 
地 で 多く の マダ ラチ ョ ウ 科 の 迷 蝶 が 得 ら れ た の で , 以下 に 記録 する ・ 

クロ イワ マダ ラ を 除い て は , 何れ も 台湾 より 未 記録 の 政 種 で , また 今回 の Euploea 3 種 は , AMEKSA 
紋 を 表す 典型 釣 な ルソン 型 の Euploea で ある . 

な お , 本 格 を 作成 する に あたり , いる いろ る 有 誠 義 な 御 教示 を 賜っ た 村山 修一 氏 , 白水 除外 に 厚く 御礼 申し 上 
げ る . 


Tirumala limniace orestilla FRUHSTORFER ウス コモ ン ア サギ マダ ラ (Fig. 1) 

12, ER, デー タ 不 詳 , 前 次 長 43 mm. 

fi limniace は , 台湾 の ほか フィ リピ ン , セレ ベス , スー ララ 諸島 , セイ ロン , イン ド な ど に 広く < 分布 する 種 で 
ある が , 今回 , 台湾 の も の と は 別 重 種 と 考え られ る も の が 採れ た . 

極め て 新鮮 な 個体 で , BOS DIT RA) 
BAGOMMONABICIES, と の た め 地 色 も さら に 黒 
く 感 じ , 前 郊 表 裏 の 第 4, 5, 6 室 中 央 部 の 長 円 形 白 斑 
の 発達 が よく , また lb 宣 中 央 部 の 円 形 白斑 が コ の 字 
形 に な っ て お り , フィ リピ ン に 産 す る 表記 刑 種 に は ば 
一 致し, 恐らく と の 地区 より の 迷 蝶 と 考え る . 

















Euploea swainson swainson GODART 
クロ イワ マダ ラ (Fig. 2, 表面 : 38, BMD 
1 9, A, 採集 デー タク 不詳, BUR 46 mm. 
年 swainson は フィ リピ ン に 分 布 す る が , 今 回 , 台湾 に 
BOT, フィ リピ ン 地 区 より の 迷 蝶 と 考え られ る 1 
a Ene ee が 得 ら れ た . 本 種 に つい て は , すでに , AKERE K 
Fig, 1. Tirumala limniace orestilla FRUHSTOR- V, 人 台湾 で 最初 に 採れ た 1 SEK り 記 録 き れ て いる 








RS EA が 。 その 後 。 記録 が な く , S が 得 ら れ た の は 今回 が 初 
め て で ある . 


Euploea sylvestor laetifica BUTLER ムラ サキ マダ ラ (Fig. 4, RM; 5, BMD 
19, 恒 春 , Aug. 1969. 前 甚 長 44 mm. 
Sylvestor は , その 他 彩 斑紋 の 地理 的 変化 が 極め て 苦し い 種 で , 多く の 征 種 に 分 類 さ れ て お り , 中 だ は 別種 の よ 
に 見 える も の が あり , 台湾 に 普通 に 産 す る は か , フィ リピ ン , オー スト ラリ プア プア 北部, ニューギニア, ビス マル ク 
E, zv, AVF, セイ ロン な ど に 広く 分 布 す る . 
今回 , 台湾 に 産 す る 亜 種 swinhoei と は 別 の , 前 半端 に 大 き な 帳 笑 の 出 た 1 ゃ が 採集 され た . か な り 飛 び 古 し た 
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Figs. 2 & 3. Euploea swainson swainson GODART, 2 (Formosa), 


成 じ の 個体 で ある . と の 型 は フィ リピ ン 地 区 に に 分布 す る 表記 吾 種 と 考え られ , WMKKOORIRICART SOO" 


考え る . 
従来 , 琉球 より 記録 の ある ssp. okinawensis MATSUMURA も 前 凌 端 に 白 紋 を 有 し , と これ と 同じ も の と 思わ れ 
る ・ 


Euploea tulliolus monilis MooRE マサ キル リマ ダラ (ホリ シャ ルリ マダ ラ ) 
G) 13, 台東 。 June 1969 (Figs. 6,7); 1319, 台東 , July 1969; 1919, tee, July 1969. 
EOS OOMME! 3 34~35 mm, 9 38~38 mm. 
Gi) 588599, tx, Aug. 1969 (Figs. 8, 9,6; 10, 112) 
DHE $ 37~38 mm, 2 40~41 mm, 

a tulliolus は , 小型 の Euploea で , オー スト ラリ ア , ニュ ー ギ ニア , 印度 支那 , 海南 島 , シャ ム , ビル マ , 
フィ リピ ン , 台湾 な ど 人 広く 分 布 し 多く の 亜 種 に 分 けら れ て いる が , 今回 , 台湾 中 ・ 南 部 に 普通 に 産 す る も の と は 
別 の も の で , 前 類 端 に 顕著 な 由 紋 を 有する フィ リピ ン 地 区 (ルソン 型 ) の 下 種 と 考え られ る も の が , 数 多く 採集 さ 
れ た .・ 

従来 , 台湾 より と の 型 の も の は 未 記録 で ある が , 台湾 より 北 の 琉球 か ら も , と れ と 同じ か , それ と も と れ に 極め 
て 近い 型 と 考え られ る も の が , 江崎 ・ 野 村 り の 両氏 に より 1 を タイ プ に 新 亜 種 Euploea mazares masakii マサ 
キル リマ ダラ の 名 で 記載 され て いる . 

た だ 今回 , 台湾 で 得 ら れ た も の を よく 調べ て みる と , 6 て 7 月 に 採れ た も の G) と , 8H CP) に 採れ た も の 
と が , お の お の その 大 き さ , それ に 斑紋 の 一 部 CC デリケート な 差異 が 見 られ と れ ら は 恐らく それ ぞ れ 別 の 地区 より 
の 迷 蝶 に 由来 する も の と 想像 され る が , 現在 の 知識 ・ 資 料 か ら で は , その 原産 地 を 知る と と は 困難 で ある ・ 

と と で 一 つの 推察 を する な ら ば , CG) の も の は る と も に Gi) の も の に 比較 し て 一 まわ ら 小 型 で , WARMA 
9, 10 室 の 白 藍 色 小 斑 の 発達 が よく , また 後半 表面 下 外 縁 の 白 点 列 も 消失 し て お り , 琉球 より 記載 され 亜 種 
masakii の タイ プ に よく 一 致し て お り , 一 方 , GD の も の は その 逆 に , GO) の も の より 大 型 で , MAKMA 9,10 
室 の 円 藍 色 小 環 の 発達 悪く , また 後 次 表 面 下 外縁 の 円 点 列 も , 手許 の フィ リピ ン で 得 ら れ た も の と , ほぼ 同じ よう 
に る に も 表れ て いる も の が ある . と の と と に より , GW Gi) の 各々 が , ssp. masakii と ssp. monilis と し て も 区 
別 出来 る が , Euploea に お いて は 上 記 程 度 の 変異 は , 同一 年 種 内 で も 通常 の と こと で , 偶然 の 一 致 と も 考え られ , 
また Gi) の 8 月 に 採れ た も の に つい て も , ある い は GH) の も の と は 別 の 地区 の も の で な く , G) の 迷 蝶 に 由来 す 
る 二 次 的 発生 に よる も の か も 知れ な い . いずれ に し て も 台湾 で 採集 され た も の の 原産 地 , 亜 種 名 な ど に つい て 6, 
今後 , 隣接 地区 の 資料 が さら に 多く 得 ら れる と と が 望ま れる が , 地理 的 に 見 れ ば フィ リピ ン 地 区 より の 迷 蝶 と する 
OM, より の 妥当 と 考え る . な お タテ ハチ ョ ウ 科 の Phalanta phalantha ウラ ベニ ヒョウ モン モドキ の よう に , 近 
年 , フィ リピ ン 地 区 の 迷 蝶 と 思わ れる も の が 圭 着 , 普通 に 産 す る よう に な っ た 例 も あり , AMMO TSH, 数 が 



































1) Zephyrus, Vol. 7, No. 2/3 (1937). 
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多く 得 ら れ た と と か ら も , 今後 , 台湾 に 定着 する と と も 充分 予想 され る . 


Summary 


In this paper the authors has newly recorded three subspecies of Danaidae from Formosa CTai- 
wan), Tirumala limniace orestilla FRUHSTORFER (12, Késhun), Euploea swainson swainson GODART 
C12, Késhun), Euploea sylvestor laetifica BUTLER (12, Késhun), and Euploea tulliolus monilis MOORE 
C8S6S 722, Daito and Késhun), 





me 国産 アゲ ハ F «= 9 の 一 異常 型 


朴 世 jū 
東京 農業 大 学 育種 学研 究 所 


On an aberant form Papilio xuthus LINNAEUS from Korea 


SEA WOOK PAK 


Papilio xuthus LINNAEUS アゲ ハチ ョ ウ の 黒 化 型 異常 型 は 杉谷 岩 彦氏 (1933), 村山 修一 氏 (1966) な ど に よ 
っ て 報告 され て いる . 1969 年 6 H 25 日 筆者 も また 韓国 京 識 道 光 陸 に お いて アゲ ハチ ョ ウ の 異常 型 , 1 る ( 開 張 83 
mm) を 採集 し た の で と と 報告 する . 

杉谷 氏 の 報告 し た 異常 型 (8, ab. takagaminensis SUGITANI, Zephyrus, Vol.5, p.6~7, pl.2, fig.1, pl. 3, 
fig. 1) は 京都 で 採取 され た も の で , HWS, 6, THLOHAML KWH 2~7 室 上 の 黄 白 紋 が 消失 し て いる . 

村山 氏 の 異常 型 (る , ab. umbriferus MORAYAMA, iLi, Vol. 16, p.58, fg. 5 ) は 台湾 で 採取 され た も 
DT, ab. takagaminensis と よく 似 て いる が , 前 直 策 8 室 上 の 草 幅 色 鱗 粉 が 残っ て いな いと と , WAIE HK 
列 が 多少 大 きい と と で 区 別 で きる . と と に 報告 する 異常 型 は し いて いう な ら ば ab. umbriferus MURAYAMA に 
似 て いる が , BAB 2, 3 室 の 弦 月 紋 が 四角 形 に な っ て お り , BARNA 1 室 の 肛 角 紋 は 三角 形 に な っ て いる . ま 
た と れ ら の 紋 は ab. umbriferus より 大 きい . 本 異常 弄 は すでに 報告 され た 二 者 より 黒 化 の 程度 の 一 層 強 いも の で 
ある . 


























アゲ ハチ ョ ウ Papilio xuthus LINNAEUS の 異常 型 ) る . (韓国 京 $ 道光 陸 産 ) 
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